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1
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松
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富
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第
城
　
話

和
　
　
　
頸
長

昭
　
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

　
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
目
の
両
日

に
わ
た
り
第
三
回
定
例
議
会
が
召
集
さ

れ
次
の
議
題
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　
L
松
代
町
議
会
議
員
辞
職
許
可
に
つ

　
　
い
て

　
　
　
関
谷
清
栄
議
員
が
一
身
上
の
都

　
　
　
合
に
よ
り
辞
職
を
願
い
出
、
こ

　
　
　
れ
を
許
可

　
乞
松
代
中
学
校
々
舎
改
築
請
願
審
議

　
　
報
告

　
よ
（
町
長
専
決
）
に
よ
る
四
十
五
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
災
害
復
旧
費
の
国
庫
負
担
金
の

　
　
　
増
額

請
願
陳
情

　
L
松
代
、
犬
伏
、
横
川
、
長
岡
線
に

　
　
関
す
る
陳
情

議
第
聞
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て

　
委
員
柳
達
太
郎
さ
ん
の
任
期
満
了
に

　
と
も
な
う
事
項
で
す
が
、
再
任
と
い

　
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Q

議
第
二
号
　
新
潟
県
町
村
退
職
手
当
組

　
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
三
号
　
高
田
、
直
江
津
地
域
市
町

　
村
圏
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議

　
に
つ
い
て

議
第
四
号
　
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
議
会
、
町
選
管
な
ど
に
出
頭
を
依

　
頼
さ
れ
証
言
を
行
な
う
人
に
対
す
る

　
実
費
弁
償
の
条
例

議
第
五
号
　
松
代
町
職
員
の
休
日
休
暇

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
号
　
松
代
町
職
員
の
勤
務
時
間

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
号
　
昭
和
四
十
五
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
才
入
才
出
に

　
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
、
三
三
五
千
円
を
追

　
加
）

◎
収
　
入

　
　
市
町
村
税

　
　
県
支
出
金

　
　
繰
越
金

　
　
町
債

　
　
　
　
“
、

◎
支
　
出

　
総
務
費

二
、
○
○
○
千
円

一
、
二
五
八
千
円

五
、
一
六
八
千
円

一
、
四
〇
〇
千
円

力
主
な
る
も
の
で
す
。

　
総
務
管
理
費

　
選
挙
費

　
統
計
調
査
費

民
生
費

六
二
五
千
円

二
〇
五
千
円

二
三
〇
千
円

一
九
〇
千
円

八
八
七
千
円

こ
れ
は
児
童
福
祉
費

　
衛
生
費

　
　
清
掃
費

　
　
保
健
衛
生
費

　
農
林
業
費

　
土
木
費

　
　
土
木
管
理
費

　
　
道
路
橋
梁
費

　
　
住
宅
費

　
消
防
費

　
教
育
費

　
　
小
学
校
費

　
　
中
学
校
費

　
　
保
健
体
育
費

　
　
　
　
“
、

　
災
害
復
旧
費

議
第
八
号

　
六
六
〇
千
円

　
六
二
〇
千
円

　
　
四
〇
千
円

一
、
五
九
八
千
円

一
、
九
四
二
千
円

　
七
七
〇
千
円

　
九
一
六
千
円

　
二
五
六
千
円

　
六
二
二
千
円

二
、
四
九
九
千
円

　
六
一
三
千
円

　
二
七
〇
千
円

一
、
四
八
八
千
円

　
　
　
　
力
主
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
二
千
円

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
度
松
代
町

　
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
才
入
才
出
と
も
四
二
千
円
の
補
正

議
第
九
号
　
昭
和
四
十
四
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
才
入
才
出
決

　
算
認
定
に
つ
い
て
（
一
般
会
計
は
別

　
面
に
掲
載
）

（1）



町
の
過
疎
地
域
振
興
計

画
が
決
る

　
兼
ね
て
よ
り
過
疎
地
域
と
し
て
、
過

疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
の
適
用
を
受

け
る
べ
く
、
そ
の
計
画
が
種
々
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
む
こ
う
五
ケ
年
計
画
と

し
て
立
案
さ
れ
た
も
の
で
、
年
次
を
追

っ
て
実
施
を
見
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
産
業
経
済
は
も

と
よ
り
、
交
通
、
教
育
、
社
会
福
祉
、

厚
生
の
全
般
に
わ
た
っ
て
巾
広
い
総
合

的
な
も
の
で
す
。

　
そ
の
根
本
的
な
考
え
方
は
、
現
在
の

町
が
こ
う
も
し
た
い
、
あ
』
も
考
え
た

い
と
い
う
希
望
の
早
期
実
現
に
あ
る
わ

け
で
す
が
、
将
来
像
を
え
が
い
て
、
そ

こ
か
ら
考
え
を
進
め
る
べ
く
し
た
も
の

で
す
。

　
松
代
町
を
と
り
ま
く
、
自
然
的
、
社

会
的
、
経
済
的
諸
条
件
の
劣
勢
が
地
域

開
発
を
阻
害
す
る
要
因
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
事
で
あ
る
が
、
特
に
交
通
施
設

の
不
備
が
最
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る

将
来
は
こ
の
間
題
も
交
通
通
信
整
備
が

進
む
と
、
青
少
年
層
は
近
接
都
市
へ
の

通
勤
労
働
者
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と

な
り
、
農
業
の
技
術
革
新
も
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
基
本
的
施
策
は

①
交
通
通
信
体
系
の
整
備

　
道
路
網
の
整
備
に
力
点
を
お
き
、
特

　
に
中
心
集
落
と
部
落
間
の
無
雪
化
が

　
促
進
さ
れ
る
様
、
巾
員
の
拡
張
、
舗

　
装
等
を
実
施
す
る
よ
う
、
国
、
県
道

　
の
整
備
が
無
雪
化
の
鍵
と
な
る
の
で

　
県
に
対
し
て
こ
れ
が
促
進
方
を
強
く

　
要
請
す
る
。

②
教
育
文
化
施
設
の
整
備

　
将
来
学
校
の
統
合
が
考
え
ら
れ
る
の

　
で
校
地
の
取
得
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
購
入
、
雪
上
車
の
運
行
等
を
考
え
る

　
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
心

　
，
部
に
総
合
セ
ン
タ
ー
魎
建
設
を
図
り

　
体
育
振
興
の
た
め
に
町
民
プ
ー
ル
及

　
び
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
を
促
進
す

　
る
。

③
生
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設
の
整
備

　
住
民
の
生
活
水
準
向
上
の
た
め
、
環

　
境
施
設
の
整
備
に
重
点
を
お
き
、
簡

．
易
水
道
の
普
及
、
生
活
廃
棄
物
、
保

　
育
施
設
等
の
整
備
を
実
施
す
る
と
共

　
に
老
人
福
祉
の
た
め
、
老
人
集
会
の

　
場
を
図
り
、
消
防
防
災
施
設
を
強
化

　
し
て
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
図
る

④
農
林
水
産
業
、
そ
の
他
の
産
業
の
振

　
興

　
基
幹
産
業
で
あ
る
米
作
農
業
を
中
心

　
に
、
農
業
の
企
業
的
経
営
へ
の
移
行

　
を
促
進
す
る
た
め
、
農
業
基
盤
整
備
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農
道
の
開
発
整
備
の
促
進
、
省
力
化

　
機
械
化
の
基
礎
固
め
、
家
内
工
業
の

・
　
導
入
と
出
稼
者
の
就
業
先
の
固
定
化

　
を
は
か
る
。

等
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
後
の
町
政
に
大
き
く
取
上
げ

ら
れ
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が
早
期
に

な
さ
れ
る
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

、
難
簸

　
　
　
　
　
総
額

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
醒
■
篭
，
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
1

，
蕪
馨
懇
．
警

三
億
五
千
五
百
拾
四
万
円
に

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
一
般
会
計
は
、

予
算
現
額
が
三
七
、
二
二
六
万
円
で
し

た
が
調
定
額
が
三
七
、
五
四
四
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
決
算
額
は

　
才
入
　
三
七
、
三
六
七
三
チ
円

　
才
出
　
三
五
、
五
一
四
六
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
款
別
才
出
は
図
表
の
通
り
で
す

が
、
決
算
に
お
け
る
支
出
済
額
は
次
の

通
り
で
す
。

①
議
会
費
　
　
七
、
三
〇
六
千
円

②
総
務
費
　
五
八
、
七
七
六
千
円

　
　
総
務
管
理
費
四
、
二
六
五
〇
千
円

　
　
徴
税
費
　
　
　
　
七
八
〇
七
千
円

　
　
戸
籍
住
民
登
録
費
三
〇
六
六
千
円

　
　
選
挙
費
　
　
　
　
二
七
五
三
千
円

　
　
統
計
調
査
費
　
　
二
四
三
五
千
円

　
　
監
査
委
員
費
　
　
　
　
六
二
千
円

③
民
生
費
　
一
四
、
七
八
三
千
円

　
　
社
会
福
祉
費
　
六
、
八
六
〇
千
円

　
　
児
童
福
祉
費
　
七
、
九
二
三
千
円

④
衛
生
費
　
八
一
、
四
八
千
円

　
　
保
健
衛
生
費
　
七
、
五
二
六
千
円

　
　
清
掃
費
　
　
　
　
　
六
二
二
千
円

⑤
労
働
費
　
五
〇
、
三
七
千
円

　
　
失
業
対
策
費
　
二
、
八
八
四
千
円

　
　
労
働
諸
費
　
　
二
、
一
五
三
千
円

⑥
農
林
業
費
　
六
八
、
八
六
〇
千
円

　
　
農
林
費

　
　
林
業
費

⑦
商
工
費

⑧
土
木
費

　
　
土
木
管
理
費
一
二
、

　
　
道
路
橋
梁
費
四
〇
、

　
　
住
宅
費

⑨
消
防
費

⑩
教
育
費

　
　
教
育
総
務
費 　

六
六
、
二
五
〇
千
円

　
　
二
、
六
一
〇
千
円

　
四
七
二
千
円

五
三
、
八
四
六
千
円

　
　
　
　
一
五
八
千
円

　
　
　
　
四
七
四
千
円

　
　
一
、
二
一
二
千
円

一
一
、
八
九
〇
千
円

八
三
、
七
四
七
千
円

　
　
六
、
七
九
八
千
円

　
　
小
学
校
費
　
五
三
、
六
八
五
千
円

　
　
中
学
校
費
　
一
二
、
六
八
五
千
円

　
　
社
会
教
育
費
　
三
、
一
〇
六
千
円

　
　
保
健
体
育
費
　
六
、
八
九
一
千
円

　
　
教
材
セ
ン
タ
ー
・
教
員
独
立
寮

　
　
　
管
理
費
　
　
三
〇
八
千
円

⑪
災
害
復
旧
費
　
二
二
、
一
〇
一
千
円

　
　
土
木
施
設
災
害
費
　
一
五
、
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
農
林
施
設
災
害
費
　
六
、
一
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

　
　
災
害
救
助
費
　
　
　
　
　
一
千
円

⑫
公
債
費
　
　
二
〇
、
一
七
五
千
円

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゼの健

書耐金
鋤車滝交付盆

繰献金
分拠金

ヒの健

　　　　誠・褒礎

　　　　促生磁
　　　　靖防彪
　　　　起聖艇
　　　　公嶺喪飼厳罐

県支出e 災曹飼暁

1御村税 ：ヒホ夷

総　　憂

鯉か交付説

痕林業発

叡育乾

館和4・∠ト年 1松代町一般公むシ 総枯図表
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町
の
文
化
財
第
一
号
に

松
苧
神
社
々
殿
が
内
定

　
予
て
お
知
せ
し
て
あ
り
ま
し
た
、
町

の
文
化
財
調
査
審
議
委
員
会
が
、
八
月

七
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
町
に
う
も
れ
た
文
化
財
の
発
堀

と
そ
の
保
護
の
た
め
、
ど
の
様
な
方
針

で
進
ん
だ
ら
よ
い
か
、
な
ど
町
条
件
の

説
明
を
兼
ね
た
審
議
が
行
な
わ
れ
、
指

定
を
受
け
る
べ
く
申
請
書
が
提
出
さ
れ

て
い
た
も
の
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
さ

れ
、
次
の
も
の
を
松
代
町
有
形
文
化
財

に
指
定
す
ぺ
く
教
育
委
員
会
に
答
申
い

た
し
ま
し
た
。

松
苧
神
社
々
殿
（
建
築
様
式
及
歴
史
的

　
　
な
価
値
に
よ
る
も
の
）

馬
頭
観
音
像
（
応
永
二
年
　
室
町
初
期

　
　
の
作
）

小
太
刀
、
軍
配
（
上
杉
謙
信
奉
献
の
も

　
　
の
）

唐
獅
子
（
室
町
時
代
の
作
）

　
尚
指
定
を
受
け
ら
れ
る
も
の
は
、
松

代
町
に
と
っ
て
、
歴
史
上
、
芸
術
上
の

価
値
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
す
が
、
松
代
町
に
も
数
多
く
の
文

化
財
が
人
に
知
ら
れ
ず
に
、
ね
む
っ
て

い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
保
存

こ
そ
、
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
町
民
の
皆
様
か
ら
も
知
っ
て
い
た

だ
き
、
た
だ
先
人
の
遺
産
と
し
て
称
え

る
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
伝
承
し
て
い

く
こ
と
に
協
力
願
い
た
い
と
の
委
員
の

方
々
の
お
話
で
し
た
。

あ
な
た
の
自
転
車
の

乗
り
方
は
？

　
　
　
町
運
転
者
協
会
が
自
転
車
教
室

　
九
月
の
十
六
・
十
七
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
町
の
運
転
者
協
会
が
、
安
塚
警

察
署
の
協
力
の
も
と
、
安
全
教
育
の
一

環
と
し
て
、
町
内
小
・
中
学
校
を
対
象

に
、
自
転
車
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
十
六
日
は
雨
の
中
を
午
前
中
、
奴
奈

川
中
学
校
で
、
午
後
は
蒲
生
小
学
校
を

会
場
に
、
翌
十
七
目
は
松
代
中
学
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
正
し
い
道
路
歩
行
や
、
自

転
車
の
乗
り
方
、
や
さ
し
い
道
路
交
通

法
な
ど
を
熱
心
に
指
導
、
両
日
参
加
の

児
童
・
生
徒
は
七
百
名
以
上
に
も
の
ぼ

り
、
兎
角
危
険
を
叫
ば
れ
て
い
る
子
ど

も
の
交
通
事
故
対
策
に
大
き
な
効
果
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
尚
、
交
通
事
故
皆
無
を
目
ざ
し
、
町

交
通
安
全
母
の
会
も
各
戸
に
チ
ラ
シ
を

対
策
協
議
会
も
印
刷
物
を
配
布
す
る
な

ど
、
町
ぐ
る
み
の
運
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
町
は
交
通
安
全
宣
言
町
と
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
方
で
一
人
の
事
故
者
も
無

い
様
に
と
毎
月
何
等
か
の
型
で
、
こ
の

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
一

人
一
人
の
心
掛
け
と
、
協
力
の
な
い
限

り
、
そ
の
効
果
が
望
め
な
い
の
で
す
か

ら
、
今
後
も
皆
さ
ん
方
も
充
分
配
慮
い

た
だ
き
た
い
と
の
関
係
者
の
お
話
で
し

た
Q

　　辮鰻、…1萎暑
さ
の
中
で
力
強
く
叫
ぶ

根
性
を
語
る
大
松
博
文
氏

　
八
月
も
終
り
の
二
十
九
日
、
町
の
青

少
年
間
題
協
議
会
主
僅
の
「
家
庭
の
日
」

大
会
が
松
代
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
特
別
講
演
は
、
前
東
京

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

監
督
の
大
松
博
文
氏
が
、
は
る
ば
る
東

京
よ
り
来
町
、
「
根
性
を
語
る
」
と
題
し

て
、
豊
富
な
人
生
経
験
か
ら
、
自
分
の

考
え
方
、
若
者
の
望
ま
し
い
考
え
方
等

約
一
時
間
半
に
わ
た
り
熱
辞
を
ふ
る
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
聴
衆
は
広
い
小
学
校
体
育
館

を
埋
め
つ
く
し
、
真
険
な
ま
な
ざ
し
で

聞
入
る
姿
が
み
ら
れ
、
そ
の
内
容
の
あ

っ
た
こ
と
を
係
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

清
水
、
孟
地
に
教
員
住
宅
が
．
－
．
．
．

　
こ
の
程
新
し
く
清
水
と
孟
地
に
教
員

住
宅
が
出
来
ま
し
た
。
両
方
と
も
木
造

二
階
建
で
、
内
部
仕
上
げ
も
す
っ
か
り

終
り
、
先
生
方
が
早
く
も
移
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。

清
水
の
住
宅
は
、
総
工
費
三
四
一
万
円

で
四
月
二
〇
日
入
札
を
終
え
、
八
月
二

四
日
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
、
中
村
工

務
店
が
、
孟
地
は
三
三
八
万
円
で
鈴
木
、

組
が
四
月
二
〇
日
に
入
札
、
九
月
三
日
、

に
落
成
し
た
も
の
で
す
。

　
両
方
と
も
ほ
ぽ
同
じ
位
の
大
き
さ
で

環
境
も
良
い
所
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
教
職
員
の
宿
問
題
に
一
役

か
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

↓
　
清

水
教
員
住
宅

謙

↑
　
孟
地
教
員
住
宅

（3）



真
黒
に
な
っ
た
子
供
達

　
利
用
者
は
延
一
万
三
千
五
百
名

　
七
月
十
九
日
か
ら
皆
様
に
利
用
い
た

だ
い
た
町
民
第
一
プ
ー
ル
も
、
秋
風
が

吹
き
通
る
九
月
八
日
、
そ
の
利
用
期
間

を
終
り
、
今
人
影
の
な
い
プ
ー
ル
・
サ

イ
ド
も
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
て

い
ま
す
。

　
竣
工
式
を
十
八
日
に
終
え
、
翌
日
よ

り
た
だ
ち
に
利
用
に
入
っ
た
こ
の
プ
ー

ル
は
延
五
〇
目
間
の
日
数
で
終
了
し
た

も
の
で
す
が
、
こ
の
間
の
利
用
者
は
延

二
一
蓋
〇
四
名
と
い
う
、
当
初
の
予
想

を
上
廻
っ
た
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
最
も
利
用
が
多
い
と
思
わ
れ

る
お
盆
休
み
や
土
曜
・
日
曜
に
雨
が
多

く
、
一
般
者
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
朝
九
時
頃
か
ら
プ

ー
ル
通
い
の
軽
装
が
町
を
行
く
姿
も
見

ら
れ
、
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
の
プ
ー
ル

の
必
要
性
を
大
き
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
比
較
的
暑
さ
が
強
か
っ
た
七
月

末
か
ら
八
月
の
初
め
に
か
け
て
は
、
連

日
多
数
の
方
々
が
つ
め
か
け
、
一
日
に

五
百
名
を
越
え
る
日
も
出
、
管
理
者
も

声
が
か
れ
る
と
い
う
有
様
で
し
た
が
、

　
　
　
　
力

◎
松
代
保
育
所
増
築
な
る

　
入
所
希
望
者
の
増
加
と
、
そ
の
必
要

性
か
ら
増
築
を
望
ま
れ
て
い
た
、
町
立

松
代
保
育
所
が
こ
の
様
に
九
月
十
日
竣

工
し
ま
し
た
。
こ
の
増
築
は
三
九
一
万

円
で
出
来
上
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ

大
き
な
故
も
な
く
、
プ
ー
ル
使
用
の

規
則
を
守
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
大
変

運
営
し
や
す
か
っ
た
と
関
係
者
が
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
月
別
の
利
用
者
数
は
次
の
通
り
で
す

七
月
　
四
、
三
一
〇
名
　
（
一
三
日
間
）

八
月
　
七
、
二
四
六
名
ハ
三
〇
日
間
）

九
月
　
　
　
九
四
八
名
　
（
　
七
日
間
）

　
尚
係
り
で
は
、
，
町
民
の
皆
様
の
体
力

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
お
役
に
立
っ
た

こ
と
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
体
力
年
令
は
ソ

十
月
十
日
に
肚
年
ス
ポ
ー
ツ
・
テ
ス
ト

　
昨
年
一
回
行
な
い
ま
し
た
、
壮
年
（

三
十
才
以
上
六
十
才
ま
で
）
の
ス
ポ
1

ッ
・
テ
ス
ト
を
今
年
も
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
の
体
力
が
ど

の
位
あ
る
の
か
を
知
る
も
の
で
、
反
復

横
と
び
、
垂
直
と
び
、
握
力
、
ジ
グ
ザ

グ
ド
リ
ブ
ル
、
急
歩
等
の
種
目
で
す
。

N
H
K
青
年
の
主
張

新
潟
県
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
規
定

　
青
年
が
何
を
感
じ
、
何
を
考
え
て
い

（4）

る
か
を
、
一
般
の
人
々
に
強
く
訴
え
、

青
年
が
、
自
分
の
意
見
を
人
々
に
は
っ

き
り
伝
え
る
技
術
を
み
が
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
こ
と
し
も
、
青
年
の
主
張

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

参
加
資
格
は
昭
和
二
〇
年
一
月
一
六
日

か
ら
、
昭
和
三
〇
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
、
性
別
、
学
歴
、
職
業
を

問
い
ま
せ
ん
。

課
題
は
、

A
青
年
と
し
て
訴
え
た
い
こ
と

B
こ
ん
な
仕
事
に
う
ち
こ
み
た
い

C
わ
た
し
の
青
春

D
職
場
（
学
園
）
で
考
え
る
こ
と

E
余
暇
を
生
か
す

　
出
場
希
望
の
方
は
、
こ
の
う
ち
一
題

を
選
ん
で
、
五
分
以
内
で
発
表
を
終
る

よ
う
意
見
を
ま
と
め
原
稿
を
（
四
百
字

詰
三
枚
く
ら
い
）
十
一
月
九
日
（
月
）
ま

で
に

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
弁
天
町
一

　
　
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
　
　
　
青
年
の
主
張
係
　
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
応
募
規
定
と
応
募
票
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し

こ
み
下
さ
い
。

に
よ
り
一
学
級
増
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
い
ま
す
。

◎
国
道
十
日
町
～
犬
伏
間

　
　
　
　
　
　
拡
張
工
事
初
ま
る

　
ブ
ル
ト
ー
ザ
：
の
音
も
高
く
、
夫
伏

橋
か
ら
山
に
向
っ
て
、
今
懸
命
の
道
路

拡
張
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
犬
伏
・
名
ケ
山
間
は
九
月
五
日

か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
交
通
止
め
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
は
工
事
箇
所

を
徒
歩
連
絡
で
で
折
り
返
し
運
転
し
て

◎
今
年
も
収
穫
の
秋
が
…
…
…

　
と
か
く
話
題
を
に
ぎ
わ
し
た
今
年
の

米
作
は
、
そ
れ
で
も
収
穫
の
秋
を
む
か

え
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
大
忙
し
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
　
一
部
で
は
減
収
も
伝

え
ら
れ
る
作
柄
で
す
が
、
農
家
の
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
と
心
か
ら
申
し

上
げ
ま
す
。


